
全児童のうち学習障がい、多動性、自閉症、コミュニケーション障がいなどの発達障がいを抱えている児童の

害」合は、約6.5%といわれています。

今では、悩みを抱えている事は、決して稀なケースではなくなってきております。一度診断されたからと

いつて、生涯にわたって障がいを抱えるわけではなく、早期からの療育。トレーニングによつて改善できると

いわれています。進学進級を前に、少しでも悩みを解消できるように、ぜひこ参加ください。

平成29年3月 11日 13:00卜 15:00
無料

放課後等デイサービスGYMsキッズ内ホール
岐阜県岐阜市長良1919口 1レジデンス正木1階

30名 E西饂岨 058‐215‐ 1296※ 1l ЮO～ 18ЮOまで
当日の請演中は、工作体験や運動療育体験などのプログラムをこ用意しております。

数を正しく数えること、足す・弓K。かける。害」る。分数の概念の理解、繰り上がり。下がりの計算、

単位を正しく使う事、文章題を読んで自分で式を立てる、図形の理解、このようなことに苦手を感じて、
つますいてしまうことがあります。

会話がうまく出来ないために文章が作ねない、助詞がうまく使えない、

指示語がどれをさしているかわからない、などでつまずいてしまう子が多いです。
このような苦手なことを、家庭生活の中で教え、苦手をなくしていく方法をお伝えします。
一緒に始めましょう。

渕登り|1組り励先生 [放課後等デイサービス ジムズキッズ。ジュニア療育アドバイザー]
普段は子育て応援施設 pttmrose(プ リムローズ)岐阜で
「子どもの言葉や発育を促すママの育て方」をアドバイスされていますc
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